
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
スキー移動教室（２年生）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落二中だより 

 

令和８年２月 26日 

第 11号 

新宿区立落合第二中学校 

言葉にしよう「感謝の気持ち」 
校長  大川 直樹 

 「みなさんは、どんな場面でも感謝の言葉を口にしていますか」 

 この言葉は、今年度の赤土祭・弁論大会の中で３年生の発表者（弁士）が会場の皆

さんに問いかけた最初の言葉です。そのあとに「実は気がついていないだけで、身の回り

には、言葉にしていない“ありがとう”や違う姿に変身した“ありがとう”が溢れているので

す。」と弁論は続いていきました。感謝の心は、他者から受けた思いやりに対する人として

の心の在り方です。人は、互いに助け合い、協力し合って生きています。その関係を根底

で支えているのは、感謝の心だと思います。時には、ありがとうの言葉に申し訳ないという

気持ちが含まれる場合もあるかもしれません。その意味で感謝の言葉は、潤いのある豊

かな人間関係を築いていく欠かすことのできない大切なものです。普段の生活では、照

れくさくて言えなかったり、当たり前だと思って言葉にしていなかったりしていることはない

でしょうか。令和７年度も残り数週間で、卒業式と修了式を迎えます。一年を振り返り、

伝えきれていない人へ感謝の気持ちを言葉にして伝えていきましょう。 

 地域の皆様、保護者の皆様、今年度も本校生徒たちを温かく見守っていただき、誠に

ありがとうございました。今後も、さらに発展していく生徒たちを変わらず見守っていただ

ける幸いです。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 ２年生は、2/8（日）から 2/10（火）の二泊三日で

冬の自然に親しむスキー移動教室に行ってきました。

準備段階から実行委員の生徒を中心に、生徒主体

で企画・運営を行いました。スキー実習では、インスト

ラクターの指導のもと、毎時間上達していく姿に頼もし

さを感じました。インストラクターの先生方からは「気持

ちのよい挨拶ができて、指示をしっかり聞いてくれる生

徒さんたちでとてもよい三日間でした」とお褒めの言

葉をいただきました。宿舎では、初日は学年の親睦を

ねらいとしたレクリエーション、二日目はお土産購入と

自由時間が設定され、皆楽しそうに過ごしていました。

今回の経験が今後の学校生活でも生かされることを

期待しています。 



働く人の話を聞く会（１年生） 

 

 

 

 

 

 
  

 
    
車いすバスケットボール体験（１年生）  

 

 

 

 

 

 
 
  
 
    
チーム落合二中（給食室・給食調理員）  

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 

       ３月・４月の主な行事予定 

３月 

 ２日（月）全校朝礼 

 ３日（火）新入生体験入学 

 ６日（金）展覧会１日目 

 ７日（土）展覧会２日目、保護者会 

 ９日（月）振替休業日 

１６日（月）生徒会朝礼、 

      卒業式予行練習 

１９日（木）卒業式 

２０日（金）春分の日 

２４日（火）大掃除 

２５日（水）修了式 

２６日（木）春季休業日始 

４月 

 ６月（月）始業式 

 ７日（火）入学式 

 ８日（水）全校集会、給食始 

 ９日（木）部活動説明会 

１０日（金）仮入部始 

２０日（月）委嘱状伝達式 

２１日（火）保護者会・ 

      宿泊行事説明会 

２４日（金）個人写真撮影 

２９日（水）昭和の日 

３０日（木）仮入部終 

    

 ２月６日（金）１年生は、講師の先生方５名をお招

きして「働く人の話を聞く会」を実施しました。講義

や体験型のワークショップなどから「働く」ということ

について考え、地域や社会で活躍する方々の体験

談を通して「働くことの意義」や「やりがい」「責任」

などについて学びを深めることができました。来年

度の職場体験につながる貴重な時間となりました。 

 今年度も、本校の栄養士、給食調理員【業務委

託のフジ産業株式会社】のスタッフの方々のおかげ

で、安全・安心を第一に、工夫を凝らした様々なメ

ニューで毎日のおいしい給食を提供することがで

きました。今後も、栄養士、給食調理員、施設管理

員など職員一丸となって「チーム落合二中」として

生徒たちの成長を見守っていきます。 

 ２月 9 日（月）、10 日（火）、１年生は障害者スポ

ーツ体験を軸とした障害者理解教育を実施しまし

た。競技用車いすの操作に苦戦しながらも、生徒た

ちは仲間と声を掛け合い、必死にプレーしていまし

た。障害の有無にかかわらず共に楽しめるスポーツ

の魅力を感じながら、相手を思いやる態度や障害へ

の理解を深めるとすることができました。 

正面玄関に展示中 


